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■発電所1号機・2号機・3号機が順調に発電しています！■ 
 

2018年1月～9月中旬までの総生産高（kWh）   

↓ 青：総生産高 グレー：予測平均発電量 

  
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※新設（2017 年 11 月 30 日運転開始）した 

３号機の売電実績はこのようになっています ↓ 
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１号機 

総生産高（kWh）
2015年（1/22運転開始） 29,068.60
2016年 29,203.40
2017年 31,046.32
2018年（9月中旬現在） 25,391.26

合計 114,709.58

 

 

２号機 

総生産高（kWh）
2015年（8/13運転開始） 6,291.86
2016年 19,961.79
2017年 21,304.04
2018年（9月中旬現在） 17,131.15

合計 64,688.84

 

 

３号機 

売電期間 売電量（ｋWｈ） 売電額（円）
1月 12/11～1/10 919 23,820
2月 1/11～2/8 915 23,716
3月 2/9～3/11 1,214 31,466
4月 3/12～4/9 1,474 38,206
5月 4/10～5/10 1,595 41,342
6月 5/11～6/10 1,824 47,278
7月 6/11～7/9 1,430 37,065
8月 7/10～8/8 1,852 48,003
9月 8/9～9/9 1,678 43,493

計 12,901 334,389

３号機 

１号機 

２号機 

12.96kW（48 枚）、FIT 単価：24円 
              （税抜き） 

16.5kW（66 枚）、FIT単価：32 円 
（税抜き） 

25kW（100枚）、FIT 単価：32 円 
（税抜き） 
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■10/20「おひさまフェス×星空上映会 in かわさき」■ 

 
～市民がつくった 

再生可能エネルギーを使って、 

音楽イベントと映画上映会～ 

 
おひさまフェスも今年で第４回目を迎えます。 

初心に戻り、「多摩川で地域がつながり 人がつ

ながる」「市民の作った電気でお祭り」をテーマ

に、楽しくみんなが参加できるお祭りを目指して

準備をすすめています。 

 

今まで河川敷のステージだけだったのを、今年

は会場入り口にもステージを設け、河川敷の上・

下２箇所のステージで盛り上げ、みなさまに楽し

んでいただける工夫をしました。 

【おひさまフェス】 

出店ブース、上のグリーンステージは１２時か

ら、下のメインステージは１３時からスタート。 

ステージ出演者は、COLORFUUUL さん、

FUNI さん、宿河原華匠舞太鼓と和太鼓仲間さん

ほか、個性あふれる豪華な方々に決まりました。 

出店も、やきそば、ケバブ、わたあめ、地ビー

ル、多彩なワークショップなどが出そろいます。 

子どもも楽しめる「子どもひろば」では、みん

なで工作やハロウィン企画もやります。 

再生可能エネルギーについて学べる「再エネひ

ろば」では、体験型の太陽光大じっけんやソーラ

ーバッタもあります。 

【星空上映会】 

ソーラーエネルギーを利用した上映会は１７

時半スタート。川崎にゆかりのある かこさとし

さんの「からすのパンやさん」、エリックカール

の「はらぺこあおむし」も上映します。 

 

 ぜひ足を運んでいただき、多摩川の心地よい風

と共に、フェスティバルを楽しんでいただけたら

と思います。 

おひさまフェス×星空上映会 in かわさき実行委員会  
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■署名活動をスタート！川崎に再エネを普及するために■ 

「再生可能エネルギーの促進に関する条例の制定を求め

る署名」を集める活動をスタートしました。皆様のご協力、

ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

川崎地域エネルギー市民協議会・再エネ条例プロジェクト

は、当ＮＰＯ法人の政策検討チームから誕生しました。今、

もっと広く活動しようと、川崎地域エネルギー市民協議会の

プロジェクトとして活動しています。 

条例制定運動に当たり、広く再生可能エネルギーを知って

もらおうと、『映画【日本と再生】を楽習しよう！』を企画

し、川崎 7 区すべてで映画「日本と再生」ダイジェスト版

37 分の上映会とその後希望者による自由討論ワークショ

ップを行っています。上写真はその時の様子。中学生の発表

に拍手がおきました。後半では 10/22 多摩市民館 視聴覚

室、11/19 カルッツ川崎 中会議室 3（いずれも 10 時か

ら 11時 45分）で「楽習しよう」を行います。 

お問合せは ➡ kawasakisaiene★gmail.com（★を＠に変えてメール送信ください） 

 

【編集後記】 ９月６日、北海道胆振地方で震

度７の地震が発生し、直後から北海道全道で電

力供給が止まった。「ブラックアウト」（日本で

は起きないとされてきた電力事故）によって泊

原子力発電所は外部電力喪失となったが、非常

用ＤＧが起動し事無きを得た。地震のたび原発

事故におびえるのはもうごめんだ。早く原発ゼ

ロの社会にしたい！（加藤伸子） 

■でん太通信１０月号はお休みさせていただきます。 

■NPO 法人 原発ゼロ市民共同かわさき発電所■ 

ホームページ  

http://genpatuzero-hatuden.jimdo.com/ 

フェイスブック 

https://www.facebook.com/genpatuzero.hatuden 

連絡先 TEL ０９０―７９４８―６１８９ （川岸） 

私たちは川崎に再生可能エネルギーを普及

するためには、条例が必要だと考えます。

150 万都市川崎市には集合住宅が多いです。

川崎地域エネルギー市民協議会では市営住宅

に太陽光パネルを設置しようとまちづくり局

などに交渉してきましたが、実現できていま

せん。そうした交渉や相談する窓口もありま

せん。 

大震災などが起き停電すると、都市の機能

は麻痺します。もし太陽光パネルが屋根にあ

れば、ごはんも炊けますし、充電すれば夜も

明かりを灯せます。熊本地震でそうした例が

ありました。でもマンションや町内会館など

に太陽光パネルを設置することは、助成する

仕組みがないと、実現はたいへん難しいです。 

 私達の「再生可能エネルギーの促進に関す

る条例の制定を求める署名」は、条例ができ

ることを目標にし、多くの方の賛同をいただ

ける内容にしています。 

署名の第 1 次締め切りを 2019 年 1 月末

とします。来年４月の市議会議員選挙に向け

て、再エネ条例制定を願う皆さんの署名が多

く集まれば、候補者に影響力を与えることが

できるでしょう。やがて、議員提案による再

エネ条例制定の実現に一歩近付くかもしれま

せん。 

皆さんのご協力とご支援をよろしくお願い

いたします。 

 

川崎地域エネルギー市民協議会・ 

再エネ条例ブロジェクト一同 

 
（再エネ条例プロジェクト 

ニュース誌から） 

 

理事 高橋 喜宣（川崎地域エネルギー市民協議会・再エネ条例プロジェクトメンバー） 

 

☆今月号は３ページでお送りいたします。 

mailto:kawasakisaiene@gmail.com

